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はじめての設定ガイド
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はじめての設定ガイド

i-Reporterとi-Repo WorkFlowで行う作業

A) i-Repo WorkFlowとi-Reporterの作業（管理者）
1. 承認クラスターを使用した帳票定義の作成
2. Webhook通知のトークン設定
3. 帳票定義に申請Webhook通知の設定

B) i-Repo WorkFlowの作業（管理者）
1. 承認申請業務の作成
2. 承認フローテンプレートの作成

C) i-Reporterの作業（申請者）
1. 入力帳票を新規作成して承認クラスターから承認申請

D) i-Repo WorkFlowの作業（承認者）
1. 申請案件の承認処理
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←赤枠が承認クラスター

はじめての設定ガイド

A-1.承認クラスターを使用した帳票定義の作成

⚫ 承認クラスターが存在しない帳票定義は承認フローを作成できません。
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はじめての設定ガイド

A-2. Webhook通知のトークン設定

⚫ i-Repo WorkFlowの「システム管理」＞「APIトークン管理」でトークンを追加し、トー
クン値を生成します。

⚫ ConMas Managerで「システム管理」＞「Webhook通知設定」を追加し、生成された
「トークン値」と「Webhook URL」をコピーして登録します。

⚫ 「Webhook通知先」は、「i-Repo WorkFlow」を選択してください。
テスト通知にてHTTPステータスコード : 400 と表示されることを確認してください。
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←申請Webhook通知設定

←こちらを選択

はじめての設定ガイド

A-3.帳票定義に申請webhook通知の設定

⚫ ConMas Managerの帳票定義にWebhook通知設定をします。
⚫ 申請のトリガーとなる承認クラスターに申請Webhook通知の設定をします。
⚫ 帳票定義内に複数の承認クラスターが存在する場合は、1つの承認クラスターのみに申請

Webhook通知の設定してください。
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↑新規の承認申請業務を追加

↑こちらを選択

はじめての設定ガイド

B-1.承認申請業務の作成

⚫ 承認申請業務を追加します。
⚫ 承認申請業務とは、関連する複数の承認フローをグループ化するものです。
⚫ 例えば、承認申請業務を「開発機器の購入の申請」として

承認フローに「①サーバー機器購入申請」、「②PC購入申請」、「③ソフトウェア購入
申請」、「④クラウドサービス申込申請」などの複数の承認フローを管理します。
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↑グリッドで承認申請業務を選んでからボタンをクリックして選択中にする

↑こちらを選択

はじめての設定ガイド

B-1.承認申請業務の作成

⚫ 承認申請業務を作成したら選択して選択中にします。
⚫ 選択した承認申請業務が選択中となり承認フローテンプレートの編集や申請案件の進捗状

況の確認ができます。
⚫ 1つの承認申請業務のみ選択中にできますので、承認申請業務は選択して切り替えるよう

にしてください。



8

↑こちらを選択

↓選択中の承認申請業務が表示されます

↑新規の承認フローテンプレートを追加

はじめての設定ガイド

B-2.承認フローテンプレートの作成

⚫ 承認フローテンプレートを追加します。
⚫ 承認フローテンプレートにて承認フローを作成します。
⚫ 帳票定義は、１つの承認フローテンプレートにのみ紐付け可能です。
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こちらから申請プロセスの編集→

申請プロセスの編集ダイアログが表示される

↓承認フローに使用する帳票定義を指定

↑ConMas Managerにて申請Webhook通知の設定をした承認クラスターを指定

はじめての設定ガイド

B-2.承認フローテンプレートの作成

⚫ 承認フローテンプレートの初期表示では申請プロセスのみが表示されます。
⚫ 申請プロセスに承認フローに使用する帳票定義を指定します。
⚫ 申請プロセスに申請のトリガーにする承認クラスターに、ConMas Managerで申請

webhook通知の設定をした承認クラスターを指定します。
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↑必ずフローの最後に最終承認プロセスを配置

↑ドラッグ＆ドロップで配置

↓他のプロセスへドラッグ＆ドロップでネットワークを設定

はじめての設定ガイド

B-2.承認フローテンプレートの作成

⚫ 必要な承認プロセスを追加してフローを作成します。
⚫ 帳票定義にある全ての承認クラスターに対して承認フローの設定をしてください。
⚫ 承認プロセスは、承認、AND承認、OR承認、最終承認の４種類あります。
⚫ 必ず最終承認のプロセスをフローの最後に設定してください。
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はじめての設定ガイド

C-1.入力帳票を新規作成して承認クラスターから申請

⚫ i-Reporterにて入力帳票を新規作成して承認申請をします。
⚫ ConMas Managerの帳票定義にてwebhook通知設定された承認クラスターが承認申請さ

れサーバー保存されたタイミングでi-Repo WorkFlowへWebhook通知をします。
⚫ i-Repo WorkFlowは、Webhook通知を受け取ると申請案件を作成します。
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↑こちらを選択

はじめての設定ガイド

C-1.入力帳票を新規作成して承認クラスターから申請

⚫ 登録された申請案件は、進捗状況から確認します。
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はじめての設定ガイド

C-1.入力帳票を新規作成して承認クラスターから申請

⚫申請案件が表示されない場合は、ConMas Manager 「システム管理」＞「Webhook通知
設定」 ＞「送信履歴」にてステータスを確認してください。

⚫送信失敗の主な理由
➢ Webhook通知のトークン値が正しく設定されていない

✓ i-Repo WorkFlowのAPIトークン管理で追加したトークンと一致しているか確認してくださ
い。

➢ 帳票定義の申請のトリガーとなる承認クラスターに申請webhook通知が設定されていない
✓ ConMas Managerの帳票定義のWebhook通知設定を確認してください。

➢ 承認フローテンプレート作成時に選択した帳票定義のリビジョンが上がっている
✓ i-Repo WorkFlowの承認フローテンプレートの編集画面で最新リビジョン取得を実施して
ください。

➢ i-Repo WorkFlowサーバー構築時に設定するi-Reporterと連携するi-Reporterユーザー情報が
正しく設定されていない
✓ i-Repo WorkFlowサーバーのappsettings.Production.jsonファイルに設定するi-Reporter
ユーザーIDとパスワードが正しいか確認してください。
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↑グリッドで申請案件を選んでからボタンをクリックして承認フローで進捗を確認

はじめての設定ガイド

D-1.申請案件の承認処理

⚫ 対象の申請案件を選択して承認フローで進捗を確認します。
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こちらから承認処理を行う↓

承認処理のダイアログが表示される←プロセスを選択してこちらから
承認処理を行うことも可能

はじめての設定ガイド

D-1.申請案件の承認処理

⚫ 承認フロー上で承認者が承認処理を行います。
⚫ 最終承認プロセスが承認されると入力帳票は、サーバー完了保存されます。
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